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は
じ
め
に

　

一
八
六
七
年
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
側
と
ハ
ン
ガ
リ
ー
側
そ
れ
ぞ
れ
の
国
内
法
で
一
二

月
憲
法
が
定
め
ら
れ
、
ア
ウ
ス
グ
ラ
イ
ヒ
（
和
協
）
が
成
立
し
た
。
こ
こ
か
ら
オ
ー

ス
ト
リ
ア
＝
ハ
ン
ガ
リ
ー
二
重
君
主
国
が
出
発
し
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
側
で
は
ド
イ
ツ

語
の
ほ
か
、
チ
ェ
コ
語
、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
語
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
、

と
い
っ
た
北
ス
ラ
ヴ
語
言
語
グ
ル
ー
プ
や
、
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
語
、
ク
ロ
ア
チ
ア
語
と

い
っ
た
南
ス
ラ
ヴ
言
語
グ
ル
ー
プ
か
ら
も
、
各
地
域
を
代
表
す
る
議
員
が
送
り
込
ま

れ
る
、
帝
国
議
会
が
制
度
化
さ
れ
た
。

　

オ
ー
ス
ト
リ
ア
側
の
憲
法
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
条
文
が
記
さ
れ
て
い
る
。「
国

家
の
全
て
の
民
族
は
同
権
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
民
族
は
、
そ
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ

テ
ィ
ー
と
言
語
を
保
持
し
育
て
る
、
毀
損
さ
れ
な
い
権
利
を
持
つ
。
全
て
の
地
域
語

の
、
学
校
、
役
所
、
公
的
生
活
に
お
け
る
平
等
は
、
国
家
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
る
。

複
数
の
民
族
が
住
む
州
で
は
、
以
下
の
配
慮
が
な
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
公
的
な
教

育
機
関
に
お
い
て
、
…
第
二
地
方
語
を
学
習
の
た
め
に
、
…
必
要
な
手
段
と
し
て
保

持
す
る（

（
（

。」

　

す
で
に
ア
ウ
ス
グ
ラ
イ
ヒ
成
立
以
前
か
ら
、
ト
リ
エ
ス
テ
市
を
中
心
と
す
る
ア
ド

リ
ア
海
沿
岸
で
は
、
少
数
派
と
し
て
帝
国
内
に
居
住
し
て
い
た
イ
タ
リ
ア
語
話
者
た

ち
が
、
イ
タ
リ
ア
語
を
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
（
高
等
学
校
）
の
授
業
語
と
す
る
よ
う
要
求

し
始
め
、
実
際
ト
リ
エ
ス
テ
に
は
、
有
志
に
よ
る
私
立
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
が
設
立
さ
れ

る（
（
（

。
一
九
世
紀
な
か
ば
、
こ
の
地
域
で
は
、
イ
タ
リ
ア
語
話
者
た
ち
が
政
治
・
経
済

エ
リ
ー
ト
層
を
形
成
し
、
帝
国
内
で
も
「
文
化
的
民
族
」
と
認
識
さ
れ
て
い
て
、
地

方
権
力
を
独
占
し
て
い
た
。
カ
ッ
タ
ル
ッ
ツ
ァ
に
よ
れ
ば
、
す
で
に
一
八
四
八
年
以

後
の
新
絶
対
主
義
時
代
か
ら
、「
民
族
グ
ル
ー
プ
は
、
社
会
的
な
上
下
関
係
の
地
位

を
決
定
さ
れ
て
い
た
。『
農
民
』
は
『
文
化
的
民
族
』
に
支
配
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ

は
、
ド
イ
ツ
・
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
中
央
集
権
化
で
、
一
層
明
確
に
な
っ
た（

（
（

。」

　

ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
の
南
部
、
す
な
わ
ち
ア
ド
リ
ア
海
沿
岸
の
ゲ
ル
ツ
、
グ
ラ

デ
ィ
ス
カ
、
イ
ス
ト
リ
ア
の
三
州
、
そ
れ
に
内
陸
の
ケ
ル
ン
テ
ン
州
に
は
、
南
ス
ラ

ヴ
系
言
語
で
あ
る
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
語
話
者
が
居
住
し
て
い
た
。
イ
ス
ト
リ
ア
州
の
州

都
ト
リ
エ
ス
テ
の
工
業
化
に
伴
い
、
彼
ら
は
都
市
へ
流
入
し
、
次
第
に
中
産
層
を
形

成
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
世
紀
転
換
期
に
は
、
イ
タ
リ
ア
人
と
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ

彼
の
ゆ
り
か
ご
は
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
人
の
家
に
あ
っ
た
の
に

―
世
紀
転
換
期
の
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
に
お
け
る
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
語
―

佐
　
々
　
木
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ア
人
の
民
族
対
立
が
、
目
に
見
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
イ
タ
リ
ア
人
支
配
層
で

あ
る
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
リ
ベ
ラ
ル
派
は
、
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
人
の
増
加
を
「
ス
ラ
ヴ
の
侵

入
」
と
批
判
し
た
。
一
つ
の
民
族
グ
ル
ー
プ
が
増
加
し
た
こ
と
を
、
そ
れ
ま
で
恣
意

的
に
起
き
て
い
た
同
化
を
脅
か
す
も
の
と
し
て
、
イ
タ
リ
ア
人
支
配
層
は
強
く
警
戒

し
た
の
で
あ
る（

（
（

。

　

そ
れ
で
は
、
当
の
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
人
た
ち
は
、
こ
れ
ら
の
状
況
に
ど
う
対
応
し
た

の
か
。
ク
ラ
ー
ル
の
学
位
論
文
が
、
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
人
と
イ
タ
リ
ア
人
の
混
住
地
域

に
つ
い
て
、
基
本
的
な
事
実
を
て
い
ね
い
に
説
明
し
て
い
る
ほ
か
、
一
九
世
紀
か
ら

二
〇
世
紀
の
ト
リ
エ
ス
テ
の
イ
タ
リ
ア
人
、
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
人
の
運
動
に
つ
い
て

は
、
ザ
ラ
編
の
カ
ッ
タ
ル
ッ
ツ
ァ
書
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
第
一
次
世
界
大

戦
後
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
イ
タ
リ
ア
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
に
三
分
割
さ
れ
た
、
ド

イ
ツ
人
、
イ
タ
リ
ア
人
、
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
人
の
混
住
地
域
を
研
究
対
象
と
し
た
論
文

集
が
、
三
者
そ
れ
ぞ
れ
の
「
国
民
化
」
の
過
程
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
邦
語
文
献

と
し
て
は
、
ト
リ
エ
ス
テ
の
民
族
分
化
の
過
程
を
概
観
し
た
拙
論
、
お
よ
び
イ
タ
リ

ア
・
イ
レ
デ
ン
タ
運
動
の
影
響
を
扱
っ
た
拙
論
が
あ
る（

（
（

。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
本
論
で
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
前
後
に
お
け
る
ト
リ
エ
ス
テ

の
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
人
た
ち
が
、
主
に
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
語
の
公
的
使
用
に
関
し
て
ど
ん

な
状
況
に
あ
っ
た
の
か
、
さ
ら
に
は
地
方
都
市
ウ
ゴ
ヴ
ィ
ッ
ツ
ァ
に
お
け
る
ス
ロ

ヴ
ェ
ニ
ア
人
た
ち
は
、
自
分
た
ち
の
日
常
語
を
ど
う
捉
え
て
い
た
の
か
、
概
観
す

る
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
旧
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
の
イ
タ
リ
ア
人
・
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ

ア
人
混
住
地
域
で
は
、
当
地
住
民
の
民
族
分
化
が
ど
の
よ
う
に
進
展
し
た
の
か
、
明

ら
か
に
で
き
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

第
一
章
　
ト
リ
エ
ス
テ
市
の
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
人

　

ト
リ
エ
ス
テ
市
に
限
れ
ば
、
一
八
世
紀
ま
で
、
商
取
引
、
航
行
関
係
業
務
、
役
所

で
は
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
系
の
イ
タ
リ
ア
語
が
、
リ
ン
ガ
・
フ
ラ
ン
カ
と
し
て
使
わ
れ

て
い
た
。
住
民
た
ち
は
、
商
業
都
市
ト
リ
エ
ス
テ
へ
の
帰
属
意
識
を
持
ち
、
ハ
プ
ス

ブ
ル
ク
家
と
結
び
つ
い
た
公
益
に
奉
仕
す
る
気
持
ち
を
抱
い
て
い
た
と
い
う
。
だ
か

ら
言
語
が
民
族
意
識
と
直
結
す
る
こ
と
は
な
く
、「
田
舎
の
農
民
の
言
語
」
で
あ
る

ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
語
話
者
も
、
他
の
言
語
の
話
者
と
同
様
、
日
常
の
イ
タ
リ
ア
語
を
共

通
語
と
し
て
い
た（

（
（

。

　

当
時
は
周
辺
地
域
か
ら
流
入
し
た
、
貧
し
い
農
村
出
身
の
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
語
話
者

た
ち
が
、
一
九
世
紀
を
通
じ
て
定
住
し
、
経
済
活
動
に
従
事
す
る
う
ち
に
、
そ
こ
で

ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
人
・
中
産
層
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
が
、
ゆ
っ
く
り
と
形
成
さ
れ
て

い
た
。
一
八
六
七
年
の
ア
ウ
ス
グ
ラ
イ
ヒ
は
、
各
民
族
の
平
等
に
配
慮
し
た
憲
法
の

下
で
、
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
民
族
政
党
の
成
立
を
も
可
能
に
し
た
。

　

一
八
七
三
年
に
は
ト
リ
エ
ス
テ
市
か
ら
、
最
初
の
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
人
議
員
イ
ヴ
ァ

ン
・
ナ
ベ
ル
ゴ
イ
が
帝
国
議
会
に
送
ら
れ
た
。
ナ
ベ
ル
ゴ
イ
は
、
エ
リ
ー
ト
の
リ
ベ

ラ
ル
な
活
動
と
、
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
人
大
衆
の
カ
ト
リ
ッ
ク
信
仰
の
利
益
を
結
び
つ

け
、
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
人
の
統
合
を
模
索
し
た
。
こ
れ
は
、
大
衆
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

を
喚
起
し
、
日
常
語
に
対
す
る
意
識
を
深
め
る
努
力
で
あ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も

な
い（

（
（

。

　

翌
一
八
七
四
年
、
ト
リ
エ
ス
テ
の
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
人
に
よ
っ
て
、
政
治
的
な
協
会

「
エ
デ
ィ
ノ
ス
ト
（
統
一
）」
が
設
立
さ
れ
る
。
同
協
会
は
四
年
後
に
同
名
の
新
聞
を

発
行
し
、
そ
れ
は
一
九
二
八
年
ま
で
続
い
た
。
彼
ら
が
目
指
し
た
の
は
、
そ
の
名
の
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と
お
り
、
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
人
の
統
合
で
あ
り
、
彼
ら
は
学
校
教
育
を
初
め
と
し
て
、

役
所
、
裁
判
所
、
鉄
道
、
郵
便
局
に
お
け
る
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
語
の
公
的
使
用
を
、
強

く
求
め
た
。
特
に
ト
リ
エ
ス
テ
を
中
心
と
す
る
ア
ド
リ
ア
海
沿
岸
の
イ
ス
ト
リ
ア
州

で
は
、
イ
タ
リ
ア
語
話
者
が
政
治
・
経
済
エ
リ
ー
ト
と
し
て
地
方
権
力
を
握
っ
て
い

た
た
め
、
帝
国
憲
法
が
う
た
う
各
言
語
の
平
等
は
、
し
ば
し
ば
脅
か
さ
れ
て
い
た
か

ら
で
あ
る
。
ア
ド
リ
ア
海
沿
岸
地
域
に
お
い
て
、
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
人
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
ー
は
、
一
義
的
に
イ
タ
リ
ア
人
と
の
対
抗
関
係
で
発
生
し
た
、
と
言
え
る（

（
（

。

　

一
八
八
一
年
に
在
ト
リ
エ
ス
テ
州
知
事
は
、
文
化
・
教
育
大
臣
に
充
て
た
書
簡

で
、
エ
デ
ィ
ノ
ス
ト
か
ら
の
請
願
書
の
内
容
と
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
意
見
を
述
べ
て

い
る
。
エ
デ
ィ
ノ
ス
ト
は
、
ト
リ
エ
ス
テ
の
国
立
中
等
学
校
に
お
い
て
、
ス
ロ
ヴ
ェ

ニ
ア
人
子
弟
に
向
け
た
全
て
の
授
業
を
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
語
で
行
う
よ
う
求
め
た
。
こ

の
要
求
に
対
し
州
知
事
は
、
当
地
に
お
け
る
イ
タ
リ
ア
人
と
の
対
抗
関
係
を
認
識

し
、「
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
人
た
ち
は
一
定
の
譲
歩
を
し
て
き
た
」
と
い
う
点
を
認
め
て

い
る
。

　

し
か
し
、
州
知
事
と
し
て
は
、
イ
タ
リ
ア
人
、
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
人
「
双
方
の
民
族

の
生
徒
た
ち
に
対
し
、
彼
ら
の
母
語
の
能
力
を
育
て
る
た
め
に
、
充
分
な
機
会
が
設

け
ら
れ
て
い
る
」
と
し
て
、
エ
デ
ィ
ノ
ス
ト
の
要
求
を
退
け
る
立
場
を
取
っ
た
。
と

い
う
の
も
、「
生
徒
た
ち
に
義
務
を
課
さ
な
け
れ
ば
、
彼
ら
は
民
族
ご
と
の
授
業
を

受
け
る
よ
う
に
な
る
。
そ
う
な
れ
ば
ト
リ
エ
ス
テ
に
と
っ
て
、
政
治
的
な
観
点
か

ら
、
ま
す
ま
す
好
ま
し
く
な
い
手
段
を
取
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
」
と
の
懸
念
が

あ
っ
た
た
め
だ
。
ト
リ
エ
ス
テ
の
中
等
学
校
で
は
、
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
授
業
の
ク
ラ
ス

も
開
か
れ
て
い
て
、
知
事
と
し
て
は
そ
れ
で
十
分
で
あ
り
、
む
し
ろ
年
少
者
た
ち
に

ド
イ
ツ
語
を
習
得
す
る
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
ト
リ
エ
ス
テ
の
共
存
が
維
持
さ

れ
る
、
と
考
え
た
の
で
あ
る（

（
（

。

　

さ
ら
に
エ
デ
ィ
ノ
ス
ト
は
一
八
八
五
年
、
ト
リ
エ
ス
テ
国
立
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
の
ス

ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
語
授
業
に
つ
い
て
も
、
州
知
事
へ
請
願
書
を
送
っ
た
。
州
知
事
に
よ
れ

ば
、
同
校
の
教
授
、
カ
ー
ル
・
グ
ラ
ー
ザ
ー
が
自
ら
、
現
行
の
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
語
ク

ラ
ス
を
二
つ
に
分
け
、
そ
の
両
方
に
授
業
を
行
う
こ
と
を
引
き
受
け
た
。
そ
こ
で
こ

の
請
願
書
は
、
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
三
年
と
四
年
生
に
ひ
と
ク
ラ
ス
、
五
年
と
六
年
に
も

う
ひ
と
ク
ラ
ス
、
選
択
で
は
な
く
必
修
ク
ラ
ス
を
設
置
す
る
よ
う
、
求
め
た
の
で
あ

る
。

　

一
方
で
、
一
八
五
一
年
以
降
、
同
校
で
は
、
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
語
が
自
由
選
択
科
目

と
し
て
教
え
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
後
、
受
講
者
が
増
え
る
と
、
三
ク
ラ
ス
、
週
二
時

間
に
増
設
さ
れ
て
い
る
し
、
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
語
話
者
の
生
徒
た
ち
か
ら
、
こ
れ
ま
で

不
満
の
声
は
あ
が
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
グ
ラ
ー
ザ
ー
教
授
は
無

報
酬
で
、
さ
ら
な
る
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
語
授
業
ク
ラ
ス
を
引
き
受
け
る
、
と
申
し
出
た

の
で
あ
る（

（
（

。

　

都
市
の
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
語
話
者
た
ち
は
、
自
分
た
ち
の
子
弟
に
、
母
語
で
ギ
ム
ナ

ジ
ウ
ム
の
教
育
を
受
け
さ
せ
た
い
、
と
熱
望
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
要

望
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
グ
ラ
ー
ザ
ー
教
授
は
こ
れ
ま

で
、
教
育
に
対
す
る
情
熱
と
技
量
を
明
ら
か
に
示
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
従
っ

て
、
こ
の
よ
う
な
超
過
勤
務
が
、
彼
の
義
務
で
あ
る
教
育
の
課
題
を
き
ち
ん
と
こ
な

す
こ
と
を
妨
げ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
懸
念
さ
れ
る
。
報
告
書
は
、
つ
ま
る
と
こ

ろ
、
彼
の
申
し
出
が
「
彼
の
教
育
上
の
必
要
と
い
う
よ
り
も
、
民
族
の
利
益
を
」
優
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先
さ
せ
た
結
果
で
あ
る
、
と
断
じ
て
い
る
。

　

州
知
事
は
、「
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
は
ド
イ
ツ
語
授
業
の
た
め
の
学
校
で
あ
り
、
ド
イ

ツ
語
に
費
や
さ
れ
る
時
間
数
は
、
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
本
質
的
な
必
要
に
応
じ
て
い

る
」
と
認
識
し
て
い
た
。
一
方
で
、
同
校
に
は
イ
タ
リ
ア
語
の
選
択
授
業
も
併
設
さ

れ
て
い
て
、
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
語
話
者
の
生
徒
と
の
均
衡
が
取
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
州

知
事
に
は
、「
内
部
の
授
業
の
や
り
方
を
変
え
る
こ
と
で
、
ス
ラ
ヴ
的
な
要
因
が
強

調
さ
れ
た
よ
う
に
見
え
れ
ば
、
結
果
と
し
て
、
多
く
の
イ
タ
リ
ア
語
話
者
の
み
な
ら

ず
、
恐
ら
く
は
ド
イ
ツ
語
話
者
た
ち
も
、
時
が
経
つ
う
ち
に
、
こ
の
学
校
を
去
る
こ

と
に
な
る
だ
ろ
う
」
と
い
う
懸
念
が
あ
っ
た
。

　

州
当
局
と
し
て
は
、「
当
地
の
国
立
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
は
、
地
域
の
民
族
の
野
望
か

ら
距
離
を
置
き
、
統
一
さ
れ
た
言
語
の
き
ず
な
を
育
て
る
こ
と
に
献
身
す
る
学
校
で

あ
る
し
、
ま
た
そ
う
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
立
場
か
ら
、
グ
ラ
ー
ザ
ー
教

授
の
申
し
出
を
拒
否
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
実
は
州
当
局
は
、
グ
ラ
ー

ザ
ー
教
授
が
エ
デ
ィ
ノ
ス
ト
の
集
会
に
出
席
し
て
い
た
事
実
も
把
握
し
て
い
て
、
学

校
の
方
針
か
ら
遠
い
政
治
団
体
が
、
国
立
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
の
専
門
教
員
を
論
客
と
し

て
押
し
出
す
の
は
、
異
様
な
事
実
で
あ
る
、
と
批
判
し
た（

（
（

。

　

翌
一
八
八
六
年
に
は
、
同
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
が
八
年
制
を
維
持
し
、
か
つ
、
上
級
学

年
の
非
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
語
話
者
の
、
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
語
選
択
授
業
を
続
け
る
た
め

に
、
教
員
へ
の
支
払
い
が
と
ど
こ
お
っ
て
い
る
、
そ
の
た
め
、
借
入
金
に
よ
る
超
過

予
算
を
許
可
さ
れ
る
よ
う
に
、
と
の
、
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
か
ら
の
州
庁
へ
の
要
請
が

あ
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る（

（
（

。
州
行
政
の
側
に
は
、
限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
、

ま
ず
も
っ
て
ド
イ
ツ
語
に
よ
る
高
等
教
育
を
目
指
し
、
し
か
し
教
育
に
お
い
て
は
地

域
語
へ
の
配
慮
も
怠
ら
な
い
、
し
か
も
イ
タ
リ
ア
語
話
者
と
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
語
話
者

の
平
等
を
演
出
す
る
と
い
う
、
微
妙
な
均
衡
を
保
つ
努
力
が
強
い
ら
れ
て
い
た
。

　

二
〇
世
紀
に
入
る
と
、
ト
リ
エ
ス
テ
と
そ
の
周
辺
地
域
の
富
裕
層
に
も
、
ス
ロ

ヴ
ェ
ニ
ア
人
が
参
入
す
る
よ
う
に
な
る
。
一
九
〇
〇
年
に
は
、
市
内
の
富
裕
層
の
居

住
区
域
チ
ッ
タ
・
ヌ
オ
ー
ヴ
ァ
で
、
九
％
以
上
が
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
語
を
日
常
語
と
し

た
、
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
第
一
次
世
界
大
戦
前
夜
、
一
九
一
三
年
の
選
挙
で
は
、

年
三
〇
〇
グ
ル
デ
ン
以
上
の
納
税
者
か
ら
成
る
第
一
ク
ー
リ
エ
か
ら
、
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ

ア
人
が
八
〇
票
を
獲
得
し
た（

（
（

。
こ
う
し
た
人
々
の
後
押
し
を
得
て
、
一
九
〇
四
年
、

ト
リ
エ
ス
テ
市
内
に
「
人
民
会
堂
」
が
開
か
れ
た
。
こ
れ
は
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
民
族
運

動
の
象
徴
と
な
る
壮
麗
な
建
築
物
で
、
彼
ら
の
政
治
、
文
化
、
経
済
の
中
心
と
な
る

役
割
が
期
待
さ
れ
た
。
宿
泊
も
可
能
で
あ
る
ほ
か
、
会
議
場
、
劇
場
、
図
書
館
と
し

て
も
機
能
し
て
い
る（

（
（

。

　

エ
デ
ィ
ノ
ス
ト
は
全
て
の
社
会
階
層
を
取
り
込
も
う
と
活
動
し
た
が
、
一
八
九
六

年
に
「
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
（
南
ス
ラ
ヴ
）
社
会
民
主
党
」
が
結
成
さ
れ
る
と
、
特
に
ト

リ
エ
ス
テ
で
は
、
労
働
者
階
級
、
下
層
中
産
階
級
に
加
え
て
、
イ
ン
テ
リ
層
に
も
支

持
さ
れ
た
。
結
果
と
し
て
、
社
会
民
主
党
は
エ
デ
ィ
ノ
ス
ト
と
は
競
合
関
係
と
な
っ

た
が
、
文
化
協
会
の
設
立
を
通
じ
て
、
ト
リ
エ
ス
テ
の
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
人
の
文
化
や

政
治
の
中
心
的
な
役
割
を
担
い
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
自
己
認
識
を
高
め
た（

（1
（

。
ト

リ
エ
ス
テ
の
イ
タ
リ
ア
人
政
治
政
党
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
リ
ベ
ラ
ル
派
は
、
男
子
普
通
選

挙
の
導
入
に
抵
抗
し
た
も
の
の
、
一
九
〇
七
年
に
は
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
君
主
国
最
初

の
男
子
普
通
選
挙
が
実
施
さ
れ
た
。
こ
こ
で
社
会
民
主
党
は
議
席
を
伸
ば
し
、
州
議

会
で
第
一
党
の
地
位
を
獲
得
し
た（

（1
（

。
こ
う
し
て
ト
リ
エ
ス
テ
で
は
、
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
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語
使
用
が
限
定
的
で
あ
る
と
は
言
え
、
一
定
の
地
位
を
確
保
し
た
。

第
二
章
　
三
国
国
境
地
域
の
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
人

１
．
三
国
国
境
地
域
の
住
民

　

ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
ケ
ル
ン
テ
ン
州
の
南
部
と
、
後
の
イ
タ
リ
ア
と
ユ
ー
ゴ
ス
ラ

ヴ
ィ
ア
と
の
「
三
国
国
境
地
域
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ド
イ
ツ
語
、
イ
タ
リ
ア
語
、
ス
ロ

ヴ
ェ
ニ
ア
語
話
者
の
混
住
地
域
で
あ
っ
た
。
ケ
ル
ン
テ
ン
州
南
部
に
は
、
ゲ
マ
イ
ン

デ
（
市
町
村
）
に
よ
っ
て
比
率
は
異
な
る
が
、
主
に
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
人
と
ド
イ
ツ
人

が
居
住
し
て
い
た
。

　

こ
の
ケ
ル
ン
テ
ン
州
南
部
で
は
、
一
八
四
八
年
以
降
も
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
・
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
は
ご
く
緩
慢
に
形
成
さ
れ
て
い
た
が
、
一
八
五
五
年
の
コ
ン
コ
ル

ダ
ー
ト
以
降
、
小
学
校
の
設
立
が
進
ん
だ
。
当
地
の
小
学
校
は
完
全
に
カ
ト
リ
ッ
ク

教
会
の
監
督
下
に
置
か
れ
て
い
た
た
め
、
例
え
ば
ガ
イ
ル
川
流
域
の
ト
ル
マ
イ
ン
で

は
、
小
学
校
の
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
語
化
が
進
ん
だ
。

　

一
方
で
村
の
エ
リ
ー
ト
た
ち
は
、
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
民
族
運
動
か
ら
距
離
を
置
き
、

む
し
ろ
ド
イ
ツ
語
に
よ
る
知
識
の
獲
得
を
重
視
し
た
。
つ
ま
り
、
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
語

話
者
の
間
で
、
保
守
・
聖
職
者
・
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
語
派
と
、
リ
ベ
ラ
ル
・
中
産
階

級
・
ド
イ
ツ
語
派
の
分
裂
が
生
じ
て
い
た
の
で
あ
る
。
以
後
も
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
・
リ

ベ
ラ
リ
ズ
ム
は
育
た
ず
、
両
者
の
分
裂
は
七
〇
年
代
を
通
じ
て
、
む
し
ろ
大
き
く

な
っ
た（

（
（

。

　

そ
れ
で
も
一
八
六
一
年
以
後
、
ゲ
ル
ツ
州
議
会
の
決
定
に
よ
れ
ば
、
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ

ア
語
話
者
の
ゲ
マ
イ
ン
デ
で
は
、
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
語
を
使
用
す
る
、
と
い
う
こ
と
に

な
っ
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
よ
り
多
く
の
ゲ
マ
イ
ン
デ
で
、
役
所
で
の
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ

ア
語
使
用
が
進
ん
だ
。
一
八
六
四
／
六
五
年
の
、
ケ
ル
ン
テ
ン
の
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
語

使
用
地
域
で
は
、
授
業
語
が
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
語
の
小
学
校
が
七
三
校
、
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ

ア
語
と
ド
イ
ツ
語
の
二
言
語
使
用
が
一
〇
校
、
と
い
う
報
告
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
語
話
者
に
と
っ
て
、
ド
イ
ツ
語
使
用
地
域
と
の
商
取
り
引
き
に
ド
イ

ツ
語
使
用
は
欠
か
せ
な
か
っ
た
も
の
の
、
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
語
に
よ
る
初
等
教
育
が
広

ま
り
、
公
的
な
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
語
使
用
が
可
能
に
な
っ
た
場
面
が
増
え
た
こ
と
は
確

か
で
あ
る（

（
（

。

　

状
況
が
変
化
す
る
の
は
、
一
八
七
九
年
に
成
立
し
た
タ
ー
フ
ェ
内
閣
以
降
の
こ
と

で
あ
る
。
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
内
で
、
ド
イ
ツ
・
リ
ベ
ラ
ル
派
が
勢
力
を
失
い
、
相

対
的
に
民
族
対
立
が
顕
在
化
し
始
め
た
。
し
か
し
ケ
ル
ン
テ
ン
南
部
の
混
住
地
域
で

は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
保
守
派
の
反
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
・
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
語
化
政
策
は
浸
透

せ
ず
、
次
第
に
ド
イ
ツ
語
化
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
例
え
ば
ゲ
マ
イ
ン
デ
・
エ

マ
ー
ス
ド
ル
フ
で
は
、
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
語
を
日
常
語
と
す
る
住
民
は
、
一
八
八
〇
年

に
は
九
五
・
九
％
だ
っ
た
の
だ
が
、
一
九
一
〇
年
に
は
四
九
・
四
％
に
激
減
し
て
い

る（
（
（

。
ま
た
、
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
語
使
用
地
域
と
見
ら
れ
た
国
境
地
帯
の
小
村
ウ
ゴ

ヴ
ィ
ッ
ツ
ァ
で
も
、
第
一
次
世
界
大
戦
前
の
数
年
で
、
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
語
を
日
常
語

と
す
る
人
口
は
、
著
し
く
減
少
し
た（

（
（

。
こ
う
し
た
状
況
の
中
に
送
り
込
ま
れ
た
の

が
、
主
任
司
祭
ヨ
ー
ジ
ェ
フ
・
ク
カ
チ
ュ
カ
で
あ
っ
た
。

２
．
ウ
ゴ
ヴ
ィ
ッ
ツ
ァ
の
言
語
問
題

　

一
九
一
一
年
五
月
一
日
、
現
在
の
イ
タ
リ
ア
北
部
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
国
境
近
く
の
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小
村
ウ
ゴ
ヴ
ィ
ッ
ツ
ァ
に
、
主
任
司
祭
ヨ
ー
ゼ
フ
・
ク
カ
チ
ュ
カ
が
派
遣
さ
れ
た
。

ベ
ー
メ
ン
出
身
、
四
六
才
で
あ
っ
た
。
着
任
後
す
ぐ
に
、
前
年
の
洪
水
で
破
壊
さ
れ

た
墓
地
の
修
復
や
、
川
の
整
備
に
取
り
か
か
る
な
ど
、
地
域
へ
の
貢
献
に
熱
心
な
人

物
だ
っ
た
。
教
会
の
活
動
に
も
積
極
的
で
、
一
九
一
三
年
に
は
「
マ
リ
ー
エ
ン
幼
稚

園
」
の
設
立
、
翌
一
四
年
に
「
イ
エ
ス
の
心
兄
弟
団
」
や
「
女
子
マ
リ
ア
修
道
会
」

の
設
立
を
申
請
し
、
同
修
道
会
に
は
一
二
名
の
女
子
の
入
会
を
み
た（

（
（

。

　

し
か
し
ク
カ
チ
ュ
カ
が
地
域
の
権
力
と
対
立
す
る
の
に
、
時
間
は
か
か
ら
な
か
っ

た
。
村
長
フ
ラ
ン
ツ
・
エ
ア
リ
ッ
ヒ
と
ゲ
マ
イ
ン
デ
議
会
議
員
た
ち
は
、
役
所
語
を

ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
語
と
す
る
よ
う
要
求
す
る
ク
カ
チ
ュ
カ
を
疎
ま
し
く
感
じ
、
ま
た
、

彼
が
教
会
簿
を
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
語
で
記
録
し
始
め
た
の
を
、
問
題
視
し
た
の
で
あ

る
。
一
九
一
二
年
一
一
月
二
七
日
と
一
九
一
三
年
六
月
二
三
日
、
二
度
に
わ
た
っ
て

フ
ィ
ー
ラ
ッ
ハ
の
上
級
行
政
機
関
か
ら
ク
カ
チ
ュ
カ
に
対
し
、
村
長
に
従
う
よ
う
、

指
示
書
が
届
い
て
い
る（

（
（

。

　

こ
こ
で
明
記
し
て
お
き
た
い
の
は
、
村
長
エ
ー
ア
リ
ヒ
は
生
ま
れ
な
が
ら
の
ス
ロ

ヴ
ェ
ニ
ア
人
で
、
日
常
語
も
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
語
だ
っ
た
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
の
辺
境
の
小
村
で
は
、
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
語
話
者

エ
リ
ー
ト
た
ち
が
、
役
所
語
を
は
じ
め
と
す
る
「
公
式
の
言
語
」
が
ド
イ
ツ
語
で
あ

る
こ
と
を
、
み
じ
ん
も
疑
っ
て
い
な
か
っ
た
。
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
語
を
日
常
と
す
る
者

が
、
敢
え
て
公
式
言
語
と
し
て
の
ド
イ
ツ
語
使
用
を
受
け
入
れ
た
の
に
は
理
由
が
あ

り
、
①
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
の
事
実
上
の
共
通
語
は
ド
イ
ツ
語
で
あ
り
、
中
央
官
庁

と
の
書
簡
の
や
り
と
り
に
は
、
ド
イ
ツ
語
が
欠
か
せ
な
か
っ
た
。
こ
れ
と
関
わ
っ

て
、
②
ド
イ
ツ
語
使
用
は
、
帝
国
へ
の
恭
順
を
示
す
指
標
と
な
っ
た
。
従
っ
て
、
③

ド
イ
ツ
語
能
力
は
、
地
域
の
エ
リ
ー
ト
の
地
位
を
保
証
す
る
手
段
で
あ
っ
た
。
と
考

え
ら
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
主
任
司
祭
た
る
ク
カ
チ
ュ
カ
の
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
語
使
用

は
、
地
方
エ
リ
ー
ト
た
ち
に
、
と
う
て
い
受
け
入
れ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

一
方
こ
の
件
で
、
ク
カ
チ
ュ
カ
は
フ
ィ
ー
ラ
ッ
ハ
に
呼
び
出
さ
れ
た
の
だ
が
、
ク
カ

チ
ュ
カ
自
身
が
そ
れ
を
大
い
に
不
満
に
思
っ
た
の
は
言
う
ま
で
も
な
い（

（
（

。

　

ク
カ
チ
ュ
カ
は
彼
を
非
難
す
る
、
地
方
紙
の
無
名
の
報
告
者
に
対
し
、「
彼
の
ゆ

り
か
ご
は
、
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
人
の
家
に
あ
っ
た
の
に
」
と
嘆
い
た
。
ベ
ー
メ
ン
出
身

で
、
お
そ
ら
く
は
チ
ェ
コ
語
を
母
語
と
し
た
は
ず
の
ク
カ
チ
ュ
カ
が
、
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ

ア
語
使
用
の
権
利
を
主
張
し
、
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
人
と
対
立
す
る
と
い
う
、
あ
る
意
味

奇
妙
な
構
図
で
あ
る（

（
（

。

　

こ
の
対
立
が
終
息
す
る
こ
と
は
な
く
、
一
九
一
三
年
九
月
、
ク
カ
チ
ュ
カ
が
教
会

の
屋
根
の
修
理
費
を
村
議
会
に
提
出
す
る
と
、
資
金
不
足
を
理
由
に
拒
否
さ
れ
た
。

さ
ら
に
は
ク
カ
チ
ュ
カ
が
、
一
九
一
四
年
一
月
一
八
日
か
ら
二
五
日
の
間
、
入
念
な

準
備
の
上
、
多
数
の
住
民
が
参
加
す
る
伝
導
会
を
開
催
し
た
際
、
村
長
ら
が
わ
ざ
わ

ざ
同
じ
時
期
に
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
い
て
、
住
民
た
ち
の
参
加
を
妨
害
し
た
。

ク
カ
チ
ュ
カ
に
と
っ
て
、
飲
酒
は
敵
で
あ
り
、「
酔
っ
ぱ
ら
い
、
特
に
シ
ュ
ナ
プ
ス

を
飲
む
輩
は
ま
さ
に
ペ
ス
ト
で
あ
り
、
彼
ら
が
全
て
の
良
い
芽
を
つ
ぶ
す
。」
と
し

て
厳
し
く
糾
弾
し
た
。
さ
ら
に
は
シ
ュ
ナ
プ
ス
を
売
る
「
リ
ベ
ラ
ル
派
の
酒
場
」
や

製
造
業
者
も
、「
精
神
の
屠
殺
者
」
で
あ
り
、
彼
ら
と
共
に
、「
そ
の
レ
シ
ピ
に
よ
っ

て
人
々
を
救
う
と
す
る
」
社
会
民
主
主
義
者
も
ま
た
、
ク
カ
チ
ュ
カ
の
批
判
の
対
象

と
な
っ
た（

（
（

。
ク
カ
チ
ュ
カ
の
熱
意
は
伝
わ
っ
て
く
る
も
の
の
、
そ
の
熱
意
が
裏
目
に

出
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。
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そ
の
後
も
ク
カ
チ
ュ
カ
の
一
存
で
、
聖
堂
係
兼
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
を
解
雇
し
た
件
が

問
題
に
さ
れ
、
村
議
会
は
こ
れ
を
機
に
、
ク
カ
チ
ュ
カ
の
異
動
要
求
を
決
議
し
た
。

こ
の
件
に
つ
い
て
ク
カ
チ
ュ
カ
は
、
一
九
一
四
年
五
月
六
日
付
け
の
領
主
司
教
事
務

局
宛
て
の
報
告
書
で
、
詳
細
に
説
明
し
て
い
る
。
聖
堂
係
の
任
免
は
、
純
粋
に
教
会

に
関
わ
る
事
項
で
あ
り
、
世
俗
の
議
会
の
あ
ず
か
り
知
ら
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
は
ず

で
あ
る
。
こ
の
聖
堂
係
ロ
ー
レ
ン
ツ
・
ク
ラ
カ
ー
は
、
禁
じ
ら
れ
て
い
る
期
間
に
酒

場
で
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
に
参
加
し
、
若
者
た
ち
の
放
縦
な
ふ
る
ま
い
に
手
を
貸

し
、
ま
た
、
少
女
た
ち
が
信
仰
を
深
め
る
た
め
の
マ
リ
ア
講
に
出
席
す
る
の
を
妨
害

し
た
。
さ
ら
に
ク
カ
チ
ュ
カ
の
罷
免
を
求
め
る
署
名
を
集
め
た
。
こ
れ
は
明
ら
か

に
、
敵
に
よ
る
闘
争
の
や
り
方
で
あ
る
、
と
訴
え
て
い
る（

（1
（

。

　

ゲ
マ
イ
ン
デ
議
会
は
、
ク
カ
チ
ュ
カ
こ
そ
が
人
々
の
間
に
対
立
を
起
こ
さ
せ
る
元

凶
で
あ
る
と
非
難
し
た
が
、
村
民
の
中
に
は
、
ク
カ
チ
ュ
カ
を
熱
心
に
支
持
す
る
者

た
ち
も
い
た
。
彼
ら
三
五
名
に
よ
れ
ば
、
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
語
使
用
を
強
固
に
主
張
す

る
ク
カ
チ
ュ
カ
が
対
立
の
原
因
な
の
で
は
な
く
、
そ
も
そ
も
こ
の
問
題
に
村
長
が
無

関
心
で
あ
る
こ
と
が
問
題
な
の
で
あ
る
。
住
民
は
、
ク
カ
チ
ュ
カ
が
書
い
た
ス
ロ

ヴ
ェ
ニ
ア
語
も
、
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
語
に
よ
る
説
教
も
理
解
で
き
る
。
ウ
ゴ
ヴ
ィ
ッ

ツ
ァ
に
聖
職
者
が
不
在
だ
っ
た
数
年
の
間
、
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
語
使
用
の
多
数
派
に
対

す
る
、
支
配
的
な
少
数
派
の
不
正
が
、
す
で
に
問
題
に
な
っ
て
い
た
、
と
い
う
の
が

支
持
派
の
見
解
で
あ
る
。
最
終
的
に
は
領
主
司
教
事
務
局
に
よ
っ
て
、
ク
カ
チ
ュ
カ

の
配
置
換
え
は
な
い
、
と
決
定
さ
れ
、
一
九
一
四
年
六
月
二
七
日
、
州
議
会
で
報
告

さ
れ
た（

（1
（

。

　

こ
う
し
て
ク
カ
チ
ュ
カ
は
、
苦
戦
を
強
い
ら
れ
な
が
ら
も
、
か
ろ
う
じ
て
ウ
ゴ

ヴ
ィ
ッ
ツ
ァ
で
の
地
位
を
保
つ
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
第
一
次
世
界
大
戦
の
開
戦

と
共
に
、
状
況
は
一
変
す
る
。
一
九
一
四
年
九
月
九
日
、
ク
カ
チ
ュ
カ
は
カ
ン
ポ

ロ
ッ
ソ
―

ル
ッ
サ
ー
リ
駅
で
、
ウ
ゴ
ヴ
ィ
ッ
ツ
ァ
行
き
の
切
符
を
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
語

で
買
い
求
め
た
際
、
駅
員
は
そ
れ
を
ド
イ
ツ
語
で
言
う
よ
う
に
要
求
し
、
口
論
と

な
っ
た
。
フ
ィ
ー
ラ
ッ
ハ
の
国
家
鉄
道
事
務
局
は
こ
の
件
で
、
領
主
司
教
局
事
務
所

に
、
ク
カ
チ
ュ
カ
は
民
族
主
義
敵
な
扇
動
者
で
、
戦
争
の
敵
国
で
あ
る
は
ず
の
セ
ル

ビ
ア
親
派
で
あ
る
と
報
告
し
、
そ
の
罪
を
訴
え
た（

（1
（

。

　

こ
れ
以
降
も
ク
カ
チ
ュ
カ
は
、
提
出
を
求
め
ら
れ
た
ゲ
マ
イ
ン
デ
住
民
簿
を
ス
ロ

ヴ
ェ
ニ
ア
語
で
記
入
し
て
フ
ィ
ー
ラ
ッ
ハ
の
上
級
行
政
機
関
と
対
立
を
起
こ
し
、
さ

ら
に
は
一
二
月
二
日
の
皇
帝
祝
祭
日
の
儀
式
で
、
ド
イ
ツ
語
で
の
国
歌
斉
唱
の
際
に

祭
壇
を
離
れ
た
と
し
て
批
判
を
受
け
、
つ
い
に
は
軍
の
容
疑
者
リ
ス
ト
に
載
せ
ら
れ

た
。
一
九
一
五
年
に
イ
タ
リ
ア
が
参
戦
す
る
と
、
ケ
ル
ン
テ
ン
州
で
は
地
方
警
察
と

軍
官
僚
が
権
力
を
掌
握
し
、
ク
カ
チ
ュ
カ
は
彼
ら
の
標
的
と
な
っ
た
。
五
月
三
一

日
、
ク
カ
チ
ュ
カ
は
教
会
の
塔
か
ら
、
イ
タ
リ
ア
人
に
明
か
り
で
合
図
を
送
っ
て
い

た
、
と
い
う
疑
い
で
逮
捕
さ
れ
、
六
六
日
間
に
わ
た
っ
て
拘
留
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

領
主
司
祭
ヘ
フ
タ
ー
の
と
り
な
し
も
、
こ
の
拘
留
を
妨
げ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ

た（
（1
（

。

　

ク
カ
チ
ュ
カ
は
住
居
を
ブ
ラ
イ
ブ
ル
ク
へ
移
す
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
つ
い
に

は
ク
カ
チ
ュ
カ
を
擁
護
し
続
け
た
領
主
司
教
ヘ
フ
タ
ー
自
身
が
、
ク
カ
チ
ュ
カ
に
異

動
を
勧
め
る
事
態
と
な
る
。
そ
し
て
一
九
一
六
年
八
月
二
八
日
、
ク
カ
チ
ュ
カ
は
異

動
願
い
を
提
出
し
、
翌
日
、
こ
れ
が
受
理
さ
れ
た
。
ノ
イ
ハ
ウ
ス
へ
移
っ
た
ク
カ

チ
ュ
カ
は
、
新
た
な
辞
令
を
待
ち
続
け
た
。
そ
の
間
ク
カ
チ
ュ
カ
は
、
異
動
願
い
撤
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回
の
書
状
を
領
主
司
教
事
務
局
へ
送
る
と
共
に
、
再
び
ウ
ゴ
ヴ
ィ
ッ
ツ
ア
へ
の
着
任

を
希
望
し
続
け
た
の
だ
が
、
そ
の
努
力
は
徒
労
に
終
わ
っ
た（

（1
（

。

　

ほ
ぼ
二
年
が
過
ぎ
、
ク
カ
チ
ュ
カ
は
一
九
一
八
年
七
月
一
五
日
、
サ
ン
ク
ト
・
マ

ル
ガ
レ
ー
テ
ン
へ
の
赴
任
を
決
め
る
が
、
こ
こ
で
も
ド
イ
ツ
民
族
主
義
者
た
ち
と
激

し
い
対
立
を
起
こ
し
た
末
、
二
一
年
三
月
一
日
に
再
び
離
任
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

臨
時
職
と
し
て
数
カ
所
へ
の
赴
任
を
経
た
の
ち
、
一
九
三
四
年
フ
ェ
ロ
ラ
ッ
ハ
へ
着

任
、
三
七
年
に
死
去
す
る
ま
で
、
司
祭
の
職
を
ま
っ
と
う
し
た（

（1
（

。

　

都
市
ト
リ
エ
ス
テ
と
は
事
情
が
違
っ
て
、
ケ
ル
ン
テ
ン
南
部
辺
境
の
小
村
ウ
ゴ

ヴ
ィ
ツ
ッ
ア
で
は
、
公
共
の
場
で
の
ド
イ
ツ
語
使
用
が
通
例
と
な
っ
て
い
た
。
圧
倒

的
多
数
の
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
語
話
者
の
住
民
た
ち
の
中
に
は
、
自
分
た
ち
に
寄
り
添
う

主
任
司
祭
ク
カ
チ
ュ
カ
に
共
感
を
覚
え
た
者
も
少
な
く
な
く
、
彼
ら
は
一
定
の
支
持

を
表
明
し
た
。
し
か
し
こ
の
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
語
対
ド
イ
ツ
語
の
争
い
は
、
ハ
プ
ス
ブ

ル
ク
帝
国
の
崩
壊
に
向
け
て
、
国
民
国
家
の
国
境
線
に
従
い
、
お
の
ず
と
決
着
が
つ

け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

む
す
び
に
か
え
て

　

二
〇
世
紀
初
頭
の
ト
リ
エ
ス
テ
市
で
は
、
イ
タ
リ
ア
人
に
対
抗
す
る
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ

ア
人
の
運
動
が
次
第
に
高
揚
し
、
一
方
で
地
方
の
村
落
、
た
と
え
ば
ウ
ゴ
ヴ
ィ
ツ
ッ

ア
で
は
、
ド
イ
ツ
語
使
用
を
主
張
す
る
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
人
エ
リ
ー
ト
た
ち
が
、
ス
ロ

ヴ
ェ
ニ
ア
語
使
用
を
忌
避
し
た
。
こ
こ
に
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
内
の
多
数
派
、
ド
イ

ツ
語
話
者
た
ち
は
登
場
し
な
い
。
だ
が
第
一
次
世
界
大
戦
が
勃
発
し
、
イ
タ
リ
ア
が

同
盟
国
側
に
立
っ
て
参
戦
す
る
と
、
こ
の
混
住
地
域
で
は
、
ド
イ
ツ
民
族
主
義
者
た

ち
も
ま
た
、
沈
黙
を
守
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
た
。

　

イ
タ
リ
ア
人
、
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
人
と
の
混
住
地
域
で
あ
っ
た
ト
リ
エ
ス
テ
と
、
ア

ド
リ
ア
海
海
岸
地
域
キ
ュ
ス
テ
ン
ラ
ン
ト
の
ド
イ
ツ
人
た
ち
は
、「
ド
イ
ツ
民
衆
会

議
」
を
結
成
し
、
自
分
た
ち
の
要
求
を
政
府
に
提
出
す
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
要
求

の
ひ
と
つ
が
、
ト
リ
エ
ス
テ
に
ド
イ
ツ
語
を
授
業
語
と
す
る
商
業
学
校
を
設
立
せ

よ
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た（

（
（

。
戦
争
が
終
結
す
れ
ば
、
ト
リ
エ
ス
テ
が
再
び
商
業
の

中
心
地
と
な
る
で
あ
ろ
う
し
、
そ
う
な
れ
ば
、
ド
イ
ツ
語
を
母
語
と
す
る
商
業
者
の

育
成
が
欠
か
せ
な
い
。
だ
か
ら
商
業
専
門
の
中
学
校
、
高
等
学
校
、
そ
し
て
大
学
を

設
立
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
主
張
す
る
。

　

す
で
に
ト
リ
エ
ス
テ
に
は
、
イ
タ
リ
ア
語
を
授
業
語
と
す
る
、
国
立
商
業
ア
カ
デ

ミ
ー
が
あ
る
の
だ
が
、
こ
れ
を
ド
イ
ツ
語
授
業
語
の
学
校
に
変
え
、
内
陸
の
ド
イ
ツ

語
を
母
語
と
す
る
家
庭
の
子
弟
を
受
け
入
れ
よ
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
の
理
由

は
、
こ
の
ア
カ
デ
ミ
ー
は
、「
イ
タ
リ
ア
の
一
地
方
の
学
校
で
は
な
く
」、
当
校
で
は

世
界
通
商
を
学
ぶ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
人
を
育
て
る
必
要
が
あ
る
か
ら
だ
っ
た
。
大
学

に
つ
い
て
も
、
授
業
は
ド
イ
ツ
語
で
の
み
行
わ
れ
る
の
だ
が
、
そ
れ
は
、「
ド
イ
ツ

語
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
唯
一
の
言
語
で
あ
り
、
同
時
に
世
界
語
で
も
あ
る
」
か
ら
で
あ

る
。

　

一
方
で
、
ト
リ
エ
ス
テ
に
は
、
当
地
の
豪
商
レ
ヴ
ォ
ル
テ
ッ
ラ
の
基
金
に
よ
る
商

業
大
学
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
イ
タ
リ
ア
語
を
授
業
語
と
し
て
い
て
、
地
域
の
学
校
に

と
ど
ま
っ
て
い
る
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
公
的
な
基
金
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
イ
タ
リ
ア
の
「
失
地
回
復
運
動
」
イ
レ
デ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
温
床
と

な
っ
て
い
る
、
と
糾
弾
し
て
い
る
。
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こ
の
要
望
書
は
注
意
深
く
、「
こ
の
学
校
の
言
語
の
問
題
は
、
ど
ん
な
条
件
下
に

あ
っ
て
も
、
政
治
的
な
案
件
と
見
な
し
て
は
な
ら
な
い
し
、
ま
た
そ
う
す
べ
き
で
は

な
い
」
と
付
け
加
え
て
い
る
も
の
の
、
ド
イ
ツ
語
の
み
を
授
業
語
と
し
、
国
家
に
よ

る
ド
イ
ツ
語
話
者
の
教
育
を
を
主
張
す
る
限
り
、
彼
ら
が
主
張
す
る
学
校
行
政
が
政

治
的
な
案
件
で
な
い
と
の
主
張
に
は
、
か
な
り
の
無
理
が
あ
る
。「
ト
リ
エ
ス
テ
の

ド
イ
ツ
人
の
利
益
は
、
国
家
の
そ
れ
と
完
全
に
一
致
し
て
い
る
」
と
い
う
結
び
の
文

が
、
ま
さ
に
そ
れ
を
示
し
て
い
る
。
当
ド
イ
ツ
民
衆
会
議
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
後

も
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
君
主
国
が
存
続
し
、
ま
た
ト
リ
エ
ス
テ
が
帝
国
に
帰
属
す
る
す
る

も
の
と
考
え
た
上
で
、
ド
イ
ツ
語
話
者
で
あ
る
商
業
の
専
門
家
の
育
成
を
願
っ
た
の

で
あ
る（

（
（

。

　

さ
ら
に
大
戦
末
期
に
は
、
同
じ
ド
イ
ツ
民
衆
会
議
か
ら
、
同
じ
く
ト
リ
エ
ス
テ
に

ド
イ
ツ
語
を
授
業
語
と
す
る
航
海
学
校
の
設
立
を
前
提
に
、
生
徒
を
募
る
公
募
が
行

わ
れ
た
。
こ
れ
は
初
等
・
中
等
教
育
を
終
え
て
、
航
海
技
術
を
取
得
し
よ
う
と
す
る

生
徒
の
た
め
の
全
寮
制
の
学
校
で
、
大
戦
後
の
商
船
の
下
級
・
上
級
乗
組
員
を
育
成

す
る
目
的
を
持
っ
て
い
た
。
入
学
願
書
の
提
出
期
限
が
一
九
一
八
年
の
八
月
な
か
ば

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
彼
ら
は
予
見
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
の
崩

壊
が
決
定
し
、
設
立
は
実
現
し
な
か
っ
た
と
見
ら
れ
る
。

　

だ
が
、
彼
ら
が
戦
局
を
ど
れ
ほ
ど
見
越
し
て
い
た
に
せ
よ
、
や
は
り
ド
イ
ツ
語
話

者
の
船
員
を
育
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
、
切
実
な
希
望
を
持
っ
て
い
た
こ

と
は
確
か
で
あ
る
。
入
寮
者
の
持
ち
物
は
、「
上
質
の
、
使
用
に
耐
え
る
状
態
の
、

望
ま
し
く
は
地
味
な
色
の
冬
の
上
下
／
上
質
の
、
使
用
に
耐
え
る
状
態
の
、
望
ま
し

く
は
地
味
な
色
の
部
屋
用
上
下 ･･･

三
着
の
寝
間
着
／
六
枚
の
下
履
き
／
一
二
枚
の

ハ
ン
カ
チ
／
八
枚
の
靴
下
、
も
し
く
は
長
靴
下
／
三
枚
の
固
い
シ
ャ
ツ
襟
／
六
枚
の

柔
ら
か
い
シ
ャ
ツ
襟
…
」
と
い
っ
た
着
衣
に
始
ま
り
、
夜
具
、
さ
ら
に
は
カ
ト
ラ

リ
ー
か
ら
浴
用
品
な
ど
、
微
細
に
わ
た
っ
て
指
定
さ
れ
て
い
る
。
恐
ら
く
は
上
級
船

員
の
職
を
経
験
し
た
者
が
、
若
い
生
徒
た
ち
を
指
導
し
よ
う
と
、
知
恵
を
絞
っ
た
に

違
い
な
い（

（
（

。

　

ト
リ
エ
ス
テ
の
ド
イ
ツ
語
話
者
た
ち
の
希
望
も
む
な
し
く
、
第
一
次
世
界
大
戦
の

終
結
と
共
に
、
市
は
イ
タ
リ
ア
の
領
土
と
な
っ
た
。
三
国
国
境
地
域
で
は
、
終
戦
後

に
も
武
力
衝
突
が
起
き
た
が
、
た
と
え
ば
ウ
ゴ
ヴ
ィ
ッ
ツ
ァ
を
含
む
、
ケ
ル
ン
テ
ン

州
の
南
部
カ
ナ
ル
タ
ー
ル
地
域
は
、
イ
タ
リ
ア
へ
編
入
さ
れ
た
。
そ
の
一
方
で
、
ケ

ル
ン
テ
ン
州
の
北
部
に
つ
い
て
は
、
一
九
二
〇
年
一
〇
月
一
〇
日
に
な
っ
て
住
民
投

票
が
行
わ
れ
て
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
へ
の
帰
属
が
決
定
し
た（

（
（

。
以
後
、
同
地
域
で
も
二

言
語
学
校
は
徐
々
に
禁
止
さ
れ
、
ド
イ
ツ
語
化
が
顕
著
に
な
る
。
バ
ホ
ヴ
ェ
ッ
ツ
が

指
摘
す
る
と
お
り
、
三
国
国
境
地
域
は
、「
三
分
割
さ
れ
た
後
、…
統
合
的
な
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
の
ド
ク
ト
リ
ン
に
従
っ
て
、
…
、
民
族
的
に
均
一
化
さ
れ
た
」
と
い
う
結

果
に
な
っ
た（

（
（

。

は
じ
め
に
・
註

（
1
）	 Eva K

ral, D
ie Italiener aus slow

enischer Sicht, W
ien, 1997, D

iplom
arbeit, 20.（

以
下
、

K
ral, 1997.

と
略
す
。）

（
2
）	
す
で
に
一
八
四
八
年
革
命
以
後
、
ト
リ
エ
ス
テ
の
イ
タ
リ
ア
語
話
者
た
ち
は
、
そ
の
子

弟
た
ち
を
ド
イ
ツ
語
を
授
業
語
と
す
る
国
立
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
に
通
わ
せ
る
と
共
に
、
同

校
に
イ
タ
リ
ア
語
ク
ラ
ス
を
設
置
す
る
よ
う
要
求
し
始
め
た
。
参
照
、
佐
々
木
洋
子

「
な
に
語
で
授
業
を
受
け
る
の
か
―
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
の
教
育
制
度
と
辺
境
都
市
」、
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平
田
雅
博
・
原
聖
編
『
帝
国
・
国
民
・
言
語
―
辺
境
と
い
う
視
点
か
ら
』、
三
元
社
、
二

〇
一
七
年
、
四
九
―

七
五
ペ
ー
ジ
／
同
「
一
九
世
紀
ト
リ
エ
ス
テ
に
お
け
る
国
立
ギ
ム
ナ

ジ
ウ
ム
の
授
業
語
」、『
青
山
史
学
』
第
三
十
五
号
、
二
〇
一
七
年
。

（
3
）	 M

arina C
attaruzza, N

ationalitätenkonflikte in T
riest im

 R
ahm

en der 

N
ationalitätenfrage in der H

absburger M
onarchie 1850-1914, in; D

eutschland und 

Europa in der N
euzeit. Festschrift für K

arl O
tm

ar Freiherr von Aretin zum
 65. 

G
eburtstag. H

ersg. von R
alph M

elville, C
laus Scharf, M

artin Vogt und U
lrich 

W
engenroth, Stuttgart, 1988, 710-712.

（
以
下
、C

attaruzza, 1988. 

と
略
す
。）

（
4
）	 ibid., 717.　

カ
ッ
タ
ル
ッ
ツ
ァ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
時
期
、
実
際
に
は
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
人

の
流
入
は
停
滞
し
て
い
た
一
方
、
イ
タ
リ
ア
王
国
か
ら
の
移
住
者
が
増
加
し
て
い
た
の

で
、
こ
の
批
判
自
体
、
当
た
っ
て
い
な
い
。A

. a. o.

（
5
）	 K

ral, 1997.; Sacha Zala(H
g.), D

ie M
oderne und ihre K

risen. Studien von M
arina 

C
attaruzza zur europäischen G

eschichte des 19. und 20. Jahrhunderts, G
öttingen, 

2012
.; Tina B

ahovec / Theodor D
om

ej(H
g.), D

as österreichisch-italienisch-

slovenische D
reiländereck. U

rsachen und F
olgen der nationalstaatlichen 

D
reiteilung einer Region, K

lagenfurt-C
elovec / Laibach-Ljubljana / W

ien-D
unaj, 

2006.

（
以
下
、D

reiländereck, 2006. 

と
略
す
）; 

佐
々
木
洋
子
、「
ト
リ
エ
ス
テ
に
お
け

る
民
族
分
化
―
超
民
族
都
市
か
ら
民
族
対
立
の
舞
台
へ
」
広
末
雅
士
編
著
『
越
境
者
の

世
界
史
』
春
風
社
、
二
〇
一
三
年
、
二
三
六
―

二
五
〇
ペ
ー
ジ
／
同
「
イ
タ
リ
ア
・
イ
レ

デ
ン
タ
運
動
と
ト
リ
エ
ス
テ
住
民
」
広
末
雅
士
編
著
『
海
と
陸
の
織
り
な
す
世
界
史
』

春
風
社
、
二
〇
一
八
年
、
二
三
九
―

二
五
八
ペ
ー
ジ

第
一
章
・
註

（
1
）	 C

attruzza, 1988., 715.

（
2
）	 K

ral, 1997., 20.

（
3
）	

カ
ッ
タ
ル
ッ
ツ
ァ
は
、
エ
デ
ィ
ノ
ス
ト
の
設
立
に
つ
い
て
、「（
ト
リ
エ
ス
テ
の
）
ス
ロ

ヴ
ェ
ニ
ア
人
の
民
族
意
識
は
、
イ
タ
リ
ア
人
と
の
二
極
化
の
中
で
ま
ず
形
成
さ
れ
た
。」

と
指
摘
し
て
い
る
。cf. C

attaruzza, 1988, 718. 

た
だ
し
、
同
時
期
に
活
動
し
て
い
た
ス

ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
人
協
会
の
多
く
は
政
治
的
活
動
に
無
縁
で
あ
り
、
例
え
ば
合
唱
協
会
の
場

合
、
カ
ト
リ
ッ
ク
・
王
党
派
で
あ
り
、
集
会
は
い
つ
も
、
皇
帝
へ
の
万
歳
で
締
め
く
く

ら
れ
た
。A

. a. O
.

（
4
）	 Ö

sterreichisches Staatsarchiv, A
llgem

eine Verw
altungsarchiv, U

nterricht A
llgem

eine, 

Fasz. 3832 Sign. 16A
-B

 K
üstenland / Triest,

（
以
下
、AVA

. K
üstenland, 

と
略
す
）

Triest, 21. A
ug. 1881 

州
知
事
よ
り
文
化
・
教
育
大
臣
へ

（
5
）	 AVA

. K
üstenland, 13. Jän. 1885. 

在
ト
リ
エ
ス
テ
州
知
事
よ
り
文
化
・
教
育
大
臣
へ
。

な
お
、
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
の
専
任
教
員
は
「
教
授
」
で
あ
る
。

（
6
）	 ibid. 

さ
ら
に
報
告
書
は
、
エ
デ
ィ
ノ
ス
ト
が
、
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
語
授
業
を
午
前
の
最
後

に
置
い
て
い
る
こ
と
を
非
難
し
て
い
る
こ
と
に
も
言
及
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
必

修
で
は
な
い
授
業
は
最
後
に
置
く
以
外
に
ど
う
し
よ
う
も
な
い
、
こ
う
し
た
要
求
を
す

る
者
は
、
事
実
を
正
確
に
理
解
で
き
て
い
な
い
、
も
し
く
は
自
身
の
民
族
的
な
過
剰
な

情
熱
に
ひ
た
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
、
否
定
で
き
な
い
、
と
、
エ
デ
ィ
ノ
ス
ト
に
対

す
る
厳
し
い
批
判
も
見
ら
れ
る
。
な
お
、
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
の
授
業
は
、
原
則
午
前
中
で

終
わ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
た
め
、
選
択
授
業
を
取
ら
な
い
生
徒
は
、
早
く
授
業
を
終

え
て
帰
宅
で
き
た
。

（
7
）	 AVA

. Triest, K
üstenland 15. Sep. 1886, 

州
知
事
よ
り
文
化
・
教
育
大
臣
へ
。
同
報
告

の
中
で
、
受
講
者
が
減
ら
な
い
た
め
、
一
八
八
六
年
の
一
〇
月
、
一
一
月
、
一
二
月
分

の
教
員
へ
の
支
払
い
の
手
段
は
す
で
に
な
く
、
一
八
八
七
年
度
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ

る
、
と
し
て
、
国
立
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
が
、
借
入
金
に
よ
る
ぎ
り
ぎ
り
の
経
営
を
行
っ
て

い
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

（
8
）	 C

attaruzza, 1988, 720, 

市
内
か
ら
離
れ
た
ス
ラ
ヴ
人
居
住
地
域
に
も
、
銀
行
資
本
が
投
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下
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
一
九
〇
一
年
に
は
リ
ュ
ブ
リ
ャ
ン
ス
カ
・
バ
ン
カ
が
、
ま
た

一
九
〇
五
年
に
は
ヤ
ド
ラ
ン
ス
カ
・
バ
ン
カ
が
設
立
さ
れ
た
。A

. a. O
.

（
9
）	 A

. a. O
.; K

ral, 1997., 22.

（
10
）	 K

ral, 1997., 21f.

（
11
）	 C

attaruzza, 1988, 721. 

ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
社
会
民
主
党
と
イ
タ
リ
ア
社
会
民
主
党
ト
リ
エ

ス
テ
支
部
は
協
力
関
係
に
入
っ
た
の
だ
が
、
そ
れ
で
も
労
働
者
階
級
の
民
族
分
化
は
進

み
、
労
働
市
場
内
で
の
線
引
き
は
避
け
ら
れ
な
か
っ
た
。A

. a. o. 

な
お
、
一
九
一
〇
年

の
市
議
会
に
よ
る
民
族
別
人
口
調
査
お
よ
び
州
庁
に
よ
る
調
査
の
結
果
は
以
下
の
と
お

り
で
あ
る
。
市
議
会
は
イ
タ
リ
ア
人
議
員
が
多
数
派
だ
っ
た
た
め
、
イ
タ
リ
ア
人
人
口

が
多
く
、
ク
ロ
ア
チ
ア
人
人
口
が
少
な
く
数
え
ら
れ
て
い
る
。

	

　

市
議
会
お
よ
び
州
庁
に
よ
る
民
族
別
人
口
調
査
（
一
九
一
〇
年
／
人
）

市
議
会
に
よ
る
調
査
結
果

州
庁
に
よ
る
調
査
結
果

イ
タ
リ
ア
人

一
四
一
、五
〇
九

一
一
八
、九
五
九

ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
人

三
六
、二
〇
八

五
六
、九
一
六

ク
ロ
ア
チ
ア
人

一
、一
九
五

二
、四
〇
三

ド

イ

ツ

人

九
、二
三
九

一
一
、八
五
六

計

一
八
八
、一
五
一

一
九
〇
、一
三
四

（C
attaruzza, 2012, 219

よ
り
訳
出
）

第
二
章
・
註

（
1
）	 Janez C

virn, N
ationale D

ifferenzireung und politische Verhärtnisse im
 D

reiländereck 

(1848-1918), in D
reiländereck, 211, 218

（
以
下
、C

virn, 2006 

と
略
す
。）
ク
ヴ
ィ
ル

ン
は
、
ゲ
リ
ア
ッ
ハ
市
長
ミ
ロ
ニ
ッ
ヒ
が
、
宗
教
の
授
業
を
禁
止
し
、
牧
師
の
学
校
へ

の
立
ち
入
り
も
、
学
校
で
の
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
語
の
使
用
も
禁
止
し
た
、
と
い
う
事
例
を

紹
介
し
て
い
る
。A

. a. o.

（
2
）	 C

virn, 2006., 215.

（
3
）	 C

rivn, 2006., 222. 

ク
ヴ
ィ
ル
ン
は
、
当
地
で
は
社
会
民
主
党
の
影
響
が
強
く
、
そ
の
た

め
、
ド
イ
ツ
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
ケ
ル
ン
テ
ン
農
民
同
盟
の
、

「
民
族
的
帰
属
か
ら
独
立
す
べ
き
」、
つ
ま
り
、
ケ
ル
ン
テ
ン
の
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
人
を
、

そ
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
ー
や
母
語
に
よ
っ
て
認
識
す
る
べ
き
で
は
な
い
、
と
い
う
主
張

が
浸
透
し
た
、
と
説
明
し
て
い
る
。A

. a. o.

（
4
）	 C

rivn, 224. 

ウ
ゴ
ヴ
ィ
ッ
ツ
ァ
に
お
け
る
一
八
八
〇
年
か
ら
一
九
一
〇
年
の
日
常
語
の

変
化
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。（
人
）

ス
ロ
ヴ
ェニ
ア
語
を
日
常
語
と
す
る
者

ド
イ
ツ
語
を
日
常
語
と
す
る
者

一
八
八
〇
年

九
九
四

二
一

一
八
九
〇
年

九
四
〇

四
三

一
九
〇
〇
年

八
一
七

八
二

一
九
一
〇
年

五
九
一

二
四
七

（C
virn, 2006., 229. 

よ
り
訳
出
）

（
5
）	 C

rivn, 2006., 231. 

現
在
の
ウ
ゴ
ヴ
ィ
ッ
ツ
ァ
は
、
イ
タ
リ
ア
最
北
部
の
マ
ル
ボ
ル
ゲ
ッ

ト
・
ヴ
ァ
ル
ブ
ル
ー
ナ
の
行
政
区
に
所
属
し
て
い
る
が
、
一
九
三
九
年
ま
で
は
独
自
の

自
治
体
で
、
当
時
の
人
口
は
六
〇
〇
人
、
一
九
九
五
年
に
は
四
〇
〇
人
が
住
ん
で
い
た
。

（
6
）	 C

rivn, 2006., 232. 

ク
カ
チ
ュ
カ
は
、
ド
イ
ツ
語
が
役
所
語
で
あ
る
、
と
公
示
さ
れ
て
い

た
書
類
を
、
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
語
で
書
い
て
ゲ
マ
イ
ン
デ
議
会
に
送
っ
た
。
こ
う
し
た
態

度
に
対
し
、
村
長
ら
は
、
故
郷
の
ベ
ー
メ
ン
か
ら
ク
カ
チ
ュ
カ
を
家
族
が
訪
ね
て
来
た

と
こ
ろ
を
、
外
国
人
の
滞
在
を
届
け
出
な
か
っ
た
と
い
う
理
由
で
、
警
察
官
を
派
遣
し

て
い
る
。A

. a. O
.

（
7
）	 C

virn, 2006., 233. 

ま
ず
村
長
に
呼
び
出
さ
れ
た
ク
カ
チ
ュ
カ
は
、
最
初
か
ら
ス
ロ
ヴ
ェ

ニ
ア
語
で
話
し
始
め
、
こ
れ
を
聞
く
や
否
や
村
長
は
、「
毒
蛇
に
で
も
噛
ま
れ
た
か
の
よ

う
に
飛
び
上
が
り
、
…
無
意
味
な
言
葉
で
の
の
し
り
始
め
た
。」A

. a. O
.

（
8
）	 C

virn, 2006., 235.

（
9
）	

伝
導
会
に
つ
い
て
の
、
ク
カ
チ
ュ
カ
よ
り
領
主
司
教
事
務
局
へ
の
、
一
九
一
四
年
二
月

一
九
日
付
け
の
報
告
書
。C

virn, 237. 

な
お
シ
ュ
ナ
プ
ス
と
は
、
ア
ン
ズ
や
プ
ラ
ム
か
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ら
作
ら
れ
る
、
比
較
的
安
価
な
蒸
留
酒
で
あ
る
。

（
10
）	 C

virn, 2006., 239f.

（
11
）	
ウ
ゴ
ヴ
ィ
ツ
ッ
ア
住
民
よ
り
領
主
司
教
事
務
局
へ
の
、
一
九
一
四
年
五
月
二
一
日
付
け

請
願
書
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
ク
カ
チ
ュ
カ
が
聖
堂
係
を
最
大
限
寛
容
に
扱
っ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
聖
堂
係
が
ク
カ
チ
ュ
カ
の
業
務
を
妨
害
し
て
い
た
こ
と
、
ま
た
、
ク
カ

チ
ュ
カ
の
罷
免
に
住
民
が
署
名
し
た
の
は
、
そ
も
そ
も
彼
ら
が
、
自
分
た
ち
が
何
に
署

名
し
て
い
る
の
か
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。C

virn, 2006., 240f. 

（
12
）	

切
符
を
売
ろ
う
と
し
な
か
っ
た
鉄
道
員
は
、
彼
を
「
し
つ
こ
い
セ
ル
ビ
ア
人
」
と
し
て

扱
い
、
ク
カ
チ
ュ
カ
を
追
い
払
お
う
と
し
た
。
そ
こ
に
居
合
わ
せ
た
司
祭
エ
ー
リ
ッ
ヒ

が
待
合
室
へ
入
っ
て
き
て
、
カ
ン
ポ
ロ
ッ
ソ
で
は
、
ド
イ
ツ
語
と
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
語
が

執
務
語
で
あ
る
は
ず
だ
、
と
仲
裁
し
た
。
し
か
し
鉄
道
事
務
局
と
し
て
は
、
今
ま
で
カ

ン
ポ
ロ
ッ
ソ
と
そ
の
周
辺
の
住
民
は
、
今
ま
で
駅
の
方
針
に
文
句
を
つ
け
た
こ
と
は
な

か
っ
た
、
と
し
て
、
不
満
を
隠
さ
ず
報
告
し
て
い
る
。
国
家
鉄
道
事
務
局
よ
り
領
主
司

教
へ
、
一
九
一
八
年
九
月
一
六
日
付
け
報
告
。C

virn, 2006., 244f.

（
13
）	 C

virn, 2006., 245f. 

グ
ラ
ー
ツ
の
軍
事
裁
判
所
は
無
罪
判
決
を
下
し
て
、
八
月
四
日
に

釈
放
さ
れ
た
。

（
14
）	 C

virn, 2006., 248f. 

こ
の
間
ヘ
フ
タ
ー
は
、
ク
カ
チ
ュ
カ
を
擁
護
す
る
匿
名
の
手
紙
を

受
け
取
っ
て
い
る
。
そ
の
手
紙
に
よ
れ
ば
、
ク
カ
チ
ュ
カ
は
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
語
使
用
を

主
張
し
た
か
ら
排
斥
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
そ
の
職
務
を
遂
行
す
る
熱
意
が
原
因
で
あ

る
、
と
し
た
。
酒
飲
み
に
説
教
し
た
結
果
、
酒
場
の
経
営
者
た
ち
が
、
彼
ら
の
客
が
離

れ
て
い
く
の
を
恐
れ
た
た
め
だ
、
と
説
明
し
て
い
る
。A

. a. O
.

（
15
）	 C

virn, 2006., 251. 

臨
時
職
に
あ
っ
た
ク
ロ
ス
タ
ー
・
グ
リ
ッ
フ
ェ
ン
で
、
一
九
三
三
年

九
月
九
日
に
ク
カ
チ
ュ
カ
は
、
退
職
を
願
い
出
て
い
る
。
詳
細
は
不
明
だ
が
、
ナ
チ

ス
・
ド
イ
ツ
の
台
頭
と
ド
イ
ツ
民
族
主
義
の
浸
透
に
無
関
係
で
は
な
い
と
推
測
さ
れ
る
。

む
す
び
に
か
え
て
・
註

（
1
）	

ド
イ
ツ
民
衆
会
議 der deutsche Volksrat 

は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
ソ
連
占
領
地
域

で
一
九
四
八
年
に
結
成
さ
れ
た
も
の
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
す
で
に
こ
の
時
期
の

ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
内
に
も
、
同
名
の
組
織
が
作
ら
れ
て
い
た
。
た
だ
し
、
ど
う
い
う

メ
ン
バ
ー
が
ど
う
い
う
契
機
で
集
め
ら
れ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。cf. AVA

., K
üstenland., 

Zur Frage der Errichtung einer deutschen zw
eikalssigen H

andelsschule für K
anaben, 

einer deutschen H
andelsakadem

ie und einer deutschen H
andelshochschule in Triest. 

D
er deutsche Volksrat für Triest und das K

üstenland, Triest 18. A
ug. 1916.

（
2
）	

た
だ
し
こ
の
要
望
書
は
、
ド
イ
ツ
語
話
者
の
子
弟
の
み
の
教
育
を
目
指
し
て
い
た
わ
け

で
は
な
く
、
大
戦
後
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
が
オ
リ
エ
ン
ト
を
通
商
の
利
害
地
域
に
す
る
で

あ
ろ
う
と
考
え
て
、「
ア
ル
バ
ニ
ア
、
ギ
リ
シ
ャ
、
ト
ル
コ
の
商
業
者
た
ち
は
、
彼
ら
の

子
弟
た
ち
を
教
育
の
た
め
に
、
ト
リ
エ
ス
テ
へ
送
る
だ
ろ
う
。
ブ
ル
ガ
リ
ア
に
も
可
能

性
は
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。ibid.

（
3
）	 AVA

. K
üstenland, K

undm
achung über die Eröffnung einer k . k. Schiffahrtsschule 

m
it deutscher U

nterrichtssprache in Triest in Verbindung m
it einem

 Schüler-

Internate. 

二
〇
世
紀
初
頭
の
男
子
生
徒
が
何
を
持
っ
て
航
行
学
校
の
寮
に
入
寮
す
る
べ

き
か
、
こ
と
細
か
に
記
さ
れ
て
い
る
点
が
、
興
味
深
い
。
以
下
が
全
訳
で
あ
る
。

	

　
　

�

上
質
の
、
使
用
に
耐
え
る
状
態
の
、
望
ま
し
く
は
意
味
な
色
の
冬
の
上
下
／
上
質

の
、
使
用
に
耐
え
る
状
態
の
、
望
ま
し
く
は
地
味
な
色
の
、
部
屋
用
上
下
／
上
質

の
、
使
用
に
耐
え
る
状
態
の
、
望
ま
し
く
は
地
味
な
色
の
、
冬
用
コ
ー
ト
／
（
望
ま

し
く
は
）
ナ
イ
ト
ガ
ウ
ン
／
バ
イ
ザ
ー
付
き
帽
子
（
船
団
協
会
の
も
の
と
似
て
い

る
、
エ
ン
ブ
レ
ム
な
し
の
も
の
）
／
帽
子
／
揃
い
の
上
質
で
丈
夫
な
靴
／
揃
い
の

部
屋
履
き
／
二
枚
の
綿
胴
着
（
望
ま
し
く
は
）
／
四
～
六
枚
の
日
常
シ
ャ
ツ
／
三

着
の
寝
間
着
／
六
枚
の
下
履
き
／
一
二
枚
の
ハ
ン
カ
チ
／
八
枚
の
靴
下
、
も
し
く

は
長
靴
下
／
三
枚
の
固
い
シ
ャ
ツ
襟
／
六
枚
の
や
わ
ら
か
い
シ
ャ
ツ
襟
／
三
本
の



彼
の
ゆ
り
か
ご
は
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
人
の
家
に
あ
っ
た
の
に

(161 )

ネ
ク
タ
イ
／
三
組
の
カ
フ
ス
／
四
枚
の
ナ
プ
キ
ン
／
四
枚
の
タ
オ
ル
／
一
枚
の
水

泳
パ
ン
ツ
／
四
組
の
リ
ネ
ン
布
と
枕
カ
バ
ー
／
一
枚
の
暖
か
い
冬
毛
布
と
夏
が
け

／
一
枚
の
馬
毛
、
も
し
く
は
海
草
製
の
マ
ッ
ト
。
望
ま
し
く
は
三
つ
に
折
れ
る
も

の
。
一
八
〇
×
八
〇
㎝
／
一
つ
か
二
つ
の
枕
／
一
組
の
コ
ー
ヒ
ー
ス
プ
ー
ン
を
含

め
た
カ
ト
ラ
リ
ー
／
一
つ
の
ナ
プ
キ
ン
リ
ン
グ
／
服
用
ブ
ラ
シ
／
靴
ブ
ラ
シ
と
靴

磨
き
剤
／
櫛
／
歯
ブ
ラ
シ
／
浴
用
タ
オ
ル
／
石
け
ん
入
れ
と
石
け
ん
／
歯
磨
き
剤

／
グ
ラ
ス
2
つ
／
一
つ
の
上
質
に
仕
上
げ
ら
れ
た
裁
縫
セ
ッ
ト
、
特
に
白
糸
の
糸

巻
き
ひ
と
つ
と
、
暗
色
の
糸
巻
き
ひ
と
つ
、
そ
れ
は
修
繕
を
行
う
際
、
寮
の
用
務

婦
に
渡
す
た
め
／
一
本
の
雨
傘
／
一
組
の
冬
用
手
袋
／
一
組
の
製
図
用
具
／
一
本

の
ペ
ン
削
り
ナ
イ
フ
。

	�


な
お
、
全
て
の
衣
類
と
用
具
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
生
徒
に
与
え
ら
れ
た
寮
番
号
を
ふ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
入
寮
の
際
、
私
物
リ
ス
ト
は
二
枚
の
写
し
と
共
に
、
寮
長

に
提
出
さ
れ
る
。A

. a. O
.

（
4
）	 Tina Vahovec, D

er integrale N
ationalism

us im
 D

reiländereck (1918-1945) in, 

D
reiländereck, 261.

（
以
下
、Vahovec, 2006 

と
略
す
）
住
民
投
票
の
結
果
、
有
権
者

の
五
九
・
〇
四%

が
オ
ー
ス
ト
リ
ア
へ
の
帰
属
を
希
望
し
た
。
そ
し
て
戦
間
期
の
ス
ロ

ヴ
ェ
ニ
ア
語
使
用
の
市
町
村
で
は
、
ド
イ
ツ
語
の
地
名
が
強
制
さ
れ
、
ま
た
、
小
学
校

で
教
師
が
生
徒
の
名
前
を
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
語
名
か
ら
ド
イ
ツ
語
名
に
勝
手
に
変
更
す
る
、

と
い
う
事
件
も
起
き
て
い
る
。ibid., 267f.

（
5
）	 Vahovec, 2006., 265. 

と
は
言
え
、
現
在
も
北
イ
タ
リ
ア
の
村
落
と
し
て
残
る
ウ
ゴ

ヴ
ィ
ッ
ツ
ァ
の
住
民
の
日
常
語
は
、
主
に
ド
イ
ツ
語
と
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
語
で
あ
り
、
自

警
消
防
団
の
命
令
語
は
ド
イ
ツ
語
だ
と
い
う
。


